
自転車安全利用五則
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　自転車は、免許不要の手軽で便利な乗り物ですが、自動車と同じように交通ルールがあります。
「知らなかった」「このくらいなら」といったルールの軽視が、大きな事故につながることもあります。
　被害者にも加害者にもならないよう、子どもから大人まで、自転車に乗る全ての人が交通ルー
ルとマナーを守ることが大切です。

車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先

停める時はツーロック 駐輪マナーを守る 自転車を買ったら防犯登録
　自転車付属の鍵だけでな
く、柵やポールにワイヤー錠
などで固定しましょう。

　乱雑に放置すると、犯
人から狙われやすくなり
ます。

　防犯登録は法律で義務付けられ
ています。登録証の貼付は、防犯や
盗難時の早期発見につながります。

夜間はライトを点灯 飲酒運転は禁止 ヘルメットを着用

交差点では信号と
一時停止を守って、安全確認

▷車道の右側を通行すると正面衝
突の恐れがあり、大変危険

▷13歳未満または70歳以上の人が
運転する時は歩道の通行が可能

▷前方の安全確認
▷歩行者や自動車に自転
車の存在を知らせる

▷自転車も、自動車
と同じく、飲酒運転
は厳禁

▷自転車を利用する全ての人は、ヘルメッ
ト着用が努力義務
▷県立学校は令和７年度から通学時のヘル
メット着用が必要

▷自転車は、対面する車両用信号に従うのが原則
▷「歩行者・自転車専用」と表示されている信号機が
ある場合や横断歩道を通行する場合は、歩行者用
信号に従う

問い合わせ先　安全安心課防犯防災担当　 （５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４３

自転車の基本ルールをおさらい1

3 4 5

2

イヤホンなどの使用 ブレーキ不備傘 差しスマートフォンや
携帯電話の使用

も忘れずに

　県内では、年間約３,０００件の自転車関連事故が発生しています。もし事故を起こ
せば、多額の賠償金請求や刑事責任を問われることもあります。県では自転車保険
の加入が義務化されていますので、必ず加入しましょう。
　また、令和８年4月から、自転車の交通違反に「青切符」制度が導入され、反則金
が科されます（信号無視：６,０００円（予定）など）。県警は今後、取り締まりやルール
の啓発に力を入れていくこととしています。

県内の状況！

市報かすが ｜ 令和7年8月号 08


